
燃
料
材
の
需
要
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に

　

用
材
生
産
の
際
に
発
生
す
る
未
利
用
材
や
、

用
材
の
加
工
時
に
発
生
す
る
工
場
残
材
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
燃
料
と
す
る
発
電
施
設
は
、
２
０
１
２
年
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

が
始
ま
る
と
各
地
で
建
設
さ
れ
、
そ
の
認
定
出

力
合
計
は
１
４
０
万
kW
か
ら
４
５
０
万
kW
へ
と

大
き
く
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
未
利
用
材
供
給
は
20
万
㎥
か

ら
８
９
０
万
㎥
へ
と
急
増
し
ま
し
た
が
、
燃
料
材

供
給
が
足
り
な
く
な
る
地
域
も
生
じ

て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
燃
料
材
需

要
は
増
え
る
見
通
し
で
、
そ
の
供
給

拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

採
算
性
評
価
ツ
ー
ル
の
開
発

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
多
く

は
出
力
１
万
kW
前
後
で
あ
り
、
燃
料

材
を
大
量
に
消
費
す
る
た
め
、
平
均

的
な
集
荷
の
範
囲
は
１
０
０
㎞
を
超

え
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
そ
の
範
囲
が
拡
大
す
る
可
能

性
も
高
く
、
輸
送
に
使
う
化
石
燃
料

が
増
え
る
と
、
温
暖
化
防
止
効
果
は

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

う
し
た
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
用
い
た
施

設
の
発
電
効
率
は
、
30
％
前
後
と
低

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
近
隣
か
ら
燃
料
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
高
い
熱
効
率
を
実
現
で
き
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
両
立
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
等
に
よ
る
熱
供
給
や
、
小
型
ガ
ス
化
熱
電

併
給
装
置
（
以
下
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
：Com

bined Heat and 

Pow
er

）
に
よ
る
電
気
と
熱
の
供
給
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
採
算
性
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
林
産
試

験
場
と
共
同
で
、
熱
供
給
事
業
に
関
す
る
「
バ

写真２　熱供給施設（チップ燃料サイロとボイラー建屋）
出典：もりもりバイオマス株式会社ウェブサイト　

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
評
価
ツ
ー
ル
」
と
電
気
と
熱

の
供
給
事
業
に
関
す
る
「
ガ
ス
化
Ｃ
Ｈ
Ｐ
評
価

ツ
ー
ル
」
を
開
発
し
、
無
償
配
布
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
ツ
ー
ル
で
は
、
設
備
導
入
コ
ス
ト
や

発
電
効
率
、
原
料
の
条
件
、
熱
の
利
用
条
件
な

ど
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
地

域
の
原
料
・
熱
利
用
事
情
に
合
わ
せ
た
、
小
規

模
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
評
価

で
き
ま
す
図
１

。

見
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

　

ガ
ス
化
Ｃ
Ｈ
Ｐ
評
価
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
チ
ッ

プ
を
用
い
た
ガ
ス
化
Ｃ
Ｈ
Ｐ
を
１
台
導
入
し
た

場
合
の
事
業
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
収
益
性
は
、
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
図
２

。
そ
の
要
因
と
し
て
、
熱
の
販
売

割
合
が
低
か
っ
た
、
稼
働
台
数
が
少
な
い
（
売
電

量
が
小
さ
い
）、
高
い
燃
料
価
格
と
設
備
費
用
を
前

写真１　燃料材（燃料用チップ）の一例
木質バイオマスエネルギー利用に主に用いられている燃料用チップ。
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提
と
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
普
及

に
あ
た
っ
て
は
、
高
い
設
備
利
用
率
お
よ
び
熱
販

売
率
の
実
現
、
複
数
台
の
導
入
、
設
備
費
用
と

燃
料
費
の
削
減
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
小
規
模
利
用
が
今

後
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
は
、

必
要
と
な
る
乾
燥
チ
ッ
プ
の
低
コ

ス
ト
供
給
体
制
の
確
立
、
小
型
ガ

ス
化
Ｃ
Ｈ
Ｐ
の
発
電
効
率
の
向
上

と
多
様
な
水
分
や
サ
イ
ズ
、
灰
分

の
燃
料
へ
の
対
応
、
導
入
費
用
削

減
、
化
石
燃
料
利
用
施
設
の
バ
イ

オ
マ
ス
転
換
促
進
政
策
の
拡
充

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

図2　チップを用いた小型ガス化CHPの不確実性分析
の結果の一例
経営に影響を与える熱の販売率や燃料単価、総事業費等の

変数を確率的に変化させて内部収益率（IRR)を推計した結

果。融資で設備導入をした場合、利益が見込まれる確率は

13.9%となる。

IRR：内部収益率（投資の利益率）、前提条件：ガス化CHP1台

導入の総事業費：8千万円、乾燥チップ（含水率15％以下）購

入価格：18,500円/t、送電出力：38kW、売電価格：40円/

kWh、熱利用：50kW、設備利用率：89％
出典：柳田ほか『木材工業』Vol.76,No.5（2021）
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林業経営・政策研究領域

Q1. なぜ研究者に？
　大学入学時には理系でしたが、森林の保全

や適切な利用を実現するには、森林管理の現

場で判断し行動している人々に影響を及ぼし

ている社会経済的な要因に関する研究が大事

であると感じたので、文系に転じて林業経済

研究者となりました。

Q2. 影響を受けた本や人など
　友人に誘われて山登りを始めて森林が好き

になり、林学科に進学しました。学科で経済

学や林業経済学を恩師達から学び、就職後に

資源経済学を同僚から学ぶなどして今に至っ

ています。

Q3. いまホットなマイテーマは？
　もうかる林業の実現（伐出・流通、再造林

コスト削減）の見通しは立ちつつありますが、

個人の森林所有者が 30 年以上先を考えて再

造林を実行するための条件解明が、今後の課

題だと考えています。

Q4. 若い人へ
　自分の強み（知識、手法、人脈等）を蓄えつつ、

それに加えて新しいテーマや分野に関わると、

世界が広がって楽しいと思います。

確
率

IRR［％］

最小値
IRR：-2.6％

中央値
IRR：0.5％

最大値
IRR：3.0％

IRRが1.4％（＝借入金利）
を超える確率は13.9％
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図１　採算性評価ツールの入出力画面の抜粋
評価結果はわかりやすく表示されるようになっている。また、変数を変えることによって詳細な

検討も可能。 くわしくは、左上QRコードよりプレスリリースをご覧ください。


